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ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム に お け る

そ と

小 倉 い ず み

ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム 研 究 は 絵 画 の 透 視 画 法 に お け る 「消 点 」(vanishingpoint)

に た と え られ る。D絵 画 の 構 図 の 中 で す べ て の 要 素 が 一 つ に 収 敏 す る 時,遠 く

に い る 我 々 は そ の 全 体 像 と地 平 線 に 消 え ゆ く点 を 見 る が,そ のvanishingpoint

を 自 分 の 手 で 捕 え る こ と は で き な い 。ま た 焦 点 の 当 て 方 も学 者 に よ り異 な る 。

1930年 代 にPerryMillerに よ り開 拓 さ れ た 植 民 地 時 代 研 究 は ,1960年 代 に

EdmundMorganやJohnDemosが 社 会 史 や 家 族 史 に,BernardBailynが 政

治 哲 学 に拡 大 した 。2)1970年 代 に な る と,LarzerZiffはPuritanisminAmerica

(1973)に お い て 社 会 ・経 済 ・文 学 的 観 点 か ら 研 究 を 深 め,SacvanBercovitch

は ア メ リ カ の イ デ オ ロ ギ ー の 源 泉 を7)hePuritanOn'ginsoftheAmericanSt?lf

(1975)に 著 し た 。

1980年 代 の ピュ ー リタニ ズ ム 研 究 は1982年 のAmericanQuarterlyで 特 集 さ れ

たPerryMillerのTheIVewEnglandMind3)の 再 評 価 か ら始 ま る。そ のspeciaI

editorのJamesHoopesは,!>EMを"ArtasHistory"と 呼 ぴ ,PerryMiller

の 研 究 を 高 く評 価 し た 。4)本 稿 はNEM:SCとErrandintotheWilderness

(1953)を べ 一 ス に して80年 代 の ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム の 中 で 新 し い 主 題 で あ る

3)二 巻 か ら成 る。perryMiller,TheNewEnglandMind'TheSeventeenthCentulTy

(Cambridge;HarvardUniv.Press,1939)1以 後 ノ>EM'SCと 略す;TheNewEngland

ノレfind'Fro7nColonytoProvince(1953).

4)JamesHoopes,"ArtasHistory:PerryMiller's1>bwEnglandル 伽4 ,"∠4初屍6伽

Quarter!y34(Spring,1982),pp.3-25.

 self-assurance

grace

insecurity

1) Andrew Delbanco ,"The Puritan Errand Re-Viewed , "Journal of American Studies 
  18 (1984) , 3, p. 344. 

2) Edmund Morgan, The Puritan Family (N.Y.: Harper Torchbook , 1966) ; John 
  Demos, A Little Commonwealth : Family Life in Plymouth (N.Y.: Oxford Univ. 

  Press, 1970); Kenneth A. Lockridge, A New England Town: The First Hundred 
   Years (N.Y.: Norton, 1970); Bernard Bailyn, Ideological Origins of American 

  Revolution (Cambridge: Harvard Univ. Press, 1967) .
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初 期 の ピュ ー リタ ンが 感 じた不 安 感 を考 察 す る。これ はPhilipF.Guraが"a

profoundinsecurityabouttheirplace"5)と 呼 ぶ 心 情 で あ り,graceに 関 し

てsaintsが 抱 い た 心 理 的 なanxietyと ピュ ー リタ ン が体 験 した新 世 界 へ の 不

安 の 両 方 を指 す もの で あ る。Millerは"ErrandintotheWilderness"の 序 文 で,

SamuelDanforth(1627-1674)の 説 教 はwildernessよ り もerrandに 解 釈 の

強 調 点 が 置 か れ て い る と述 べ て い るが,6)本 稿 は こ のerrandの 意 味 を手 が

か りと して,マ サ チ ュ ー セ ッ ツ湾 植 民 地 の 共 同体 建 設 の 核 と な り,ピ ュー リ

タ ニ ズ ム を特 徴 づ け るcovenantofgraceに つ い て検 討 す る。

I

Millerは"ErrandintotheWilderness"の 中 で,"errand"の 持 つ 言 葉 の

ambiguityに 注 目す る。一 つ は"actualbusiness"7)とMillerが 呼 ぶ 「自分

の 目的 と して 」 ピュ ー リタ ンの 共 同 体 社 会 を建 設 す る と い う理 想 で あ る。 し

か し他 方 で,errandは 地 位 が 高 い 者 の た め に 「使 い走 り」 を す る こ と,つ ま

り神 の"errandboy"と して 神 の 「任 務 」 を果 た す こ と を意 味 す る。Millerは

マ サ チ ュ ー セ ッツ湾 植 民 地 を"anorganizedtaskforce"8)と 呼 び ,第 一 世 代

の ピ ュ ー リタ ンは 神 の 任 務 を実 行 す るerrandboyと して の ア メ リカの 使 命 に

失 敗 し,英 国 のaudienceを つ な ぎ止 め て お け な か った と主 張 す る。1660年 代

の ピ ュ ー リ タニ ズ ム のdeclensionの 象 徴 と してDanforthが 暗 示 したerrand,

す な わ ちMillerのunderstatementで あ っ たredemptiveAmericaを 大 き く

取 り上 げ た の はBercovitchのThePuritanOriginsで あ る。BercovitchはCotton

Mather(1663-1728)のMagnaliaChristiAmericana(1702)の 中 のWinthrop

伝 を取 り上 げ,イ ス ラ エ ル の 城 壁 の修 理 を 呼 び か け共 同体 建 設 に尽 力 した 預

言 者Nehemiaに な ぞ らえ て,Winthropを 「ア メ リカ の ネ ヘ ミア」"Nehemias

 5) Philip F. Gura ,"The Weight of Elijah's Mantle: A New Anthology of American 
  Puritan Writings,"Early American Literature 20:2 (Fall, 1985) , p. 159. 

6) Perry Miller, "Errand into the Wilderaturess," Errand into the Wilderness 
   (Cambridge: Harvard Univ. Press, 1956) p. 1. 

7) Ibid. , p. 3. 
8) Ibid. , p. 11.



ピュ ー リタニ ズ ムに お け るgrace3

Americanus"と 呼 ぶ 。9)ア メ リカ 人 のidentityを ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム に 求 め,世

界 のharbingerと し て の"TheMythofAmerica"を 強 調 し たBercovitchは

80年 代 前 半 の イ デ オ ロ ギ ー 的 ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム 解 釈 の 主 流 で あ る 。

し か しBercovitchのimperiousと も 言 え る 自 信 に 満 ち た ア メ リ カ 人 の 使

命 感 に 対 して,AndrewDelbancoは"ThePuritanErrandRe-Viewed"(1984)

の 中 で,Bercovitchと は 正 反 対 の"diffident"で"defensive"な ピ ュ ー リ タ ン 像

を 提 起 す る 。新 世 界 のlonelinessやnervousnessを 取 り上 げ たDelbancoは,

ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム をfervorと い う よ り も"elegy"と し て,Americanselfの 観

点 よ り も"fragility"を 示 す も の と して 解 釈 す る 代 表 的 な 批 評 家 で あ る。そ し て

ピ ュ ー リ タ ン の 鋭 いself-consciousnessは 必 ず し もself-confidenceを 意 味 す

る も の で は な い と 主 張 す る 。Delbancoは1660年 代 のjeremiadやdeclension

の 観 点 か ら第 一 世 代 の 偉 大 さ を仮 定 す る 危 険 性 を 指 摘 し,BercovitchやMiller

の よ う な 批 評 家 が 解 釈 す る が ゆ え に,植 民 地 時 代 の 第 二 ・第 三 世 代 の 「拡 大

鏡 」 を 通 し て 第 一 世 代 の 理 想 像 を 見 て い る の で は な い か と 警 告 す る 。

こ の よ う に して1980年 代 後 半 の ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム 研 究 は,焦 点 を 第 一 世 代

の1630年 代 へ と 移 す 。そ の 論 争 の 中 心 と な っ た の は1630年 のGreatMigration

で 移 住 した 人 々 の 移 住 の 動 機 を研 究 したTheNewEnglandQuarter!yのVirginia

DeJohnAndersonの 論 文 で あ る 。lo)Andersonは1630年 代 のGreatMigration

で 移 住 し た7隻693人 の 職 業 ・年 齢 ・家 族 構 成 を 分 析 し,入 植 後 の 財 政 状 況 や

土 地 分 割 の 方 法 を 解 説 す る 。Andersonは 移 住 者 の 経 済 的 レ ベ ル が 高 く,家 族

単 位 の 移 住 が 多 い こ と に 注 目 し,彼 ら は 宗 教 的 理 由 で 移 住 し た と 結 論 づ け る 。

しか し,DavidGraysonAllenは 比 較 的 豊 か で あ っ た こ と は 宗 教 的 な 移 住 と

は 必 ず し も っ な が ら な い と反 論 す る 。11)Allenの 理 論 を さ ら に 急 進 的 に 展 開

し,Millerに 挑 戦 し た の はTheodoreDwightBozemanで あ る 。Bozeman

9)SacvanBercovitch,TliePztritanOriginsoftheAmei'icanSθ ゲ(NewHaven:Yale

Univ.Press,1975),ChapterI,pp.1-34.Bercovitchが 根拠 と したArbellasermon

の 中で の 「ネヘ ミア」 へ の 言 及 は、JohnWinthrop,AModelofChristianCharil,

(1630)inAlanHeimertandAndrewDelbancoed.,ThePuritansin、4merica:

AIVarrativeAnthology(Cambridge:HarvardUniv.Press,1985),p.85.

10) Virginia DeJohn  Anderson, "Migrants and Motives: Religion and the Settlement 
   of New England, 1630-1640," The New England Quarterly 58 (September , 1985) , 

   pp. 339-383. 
11) David Grayson Allen ,"The Matrix of Motivation ," The  New England Quarterly 

   59 (September, 1986) , pp. 408-418.
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はMillerに 代 表 さ れ る宗教 的"mode1"や"beacon"と して の ニ ュー イ ング ラ ン

ドは 不 正 確 で誇 張 した 解 釈 に す ぎず,以 後 の 研 究 をMillerの 受 け売 りに して

し ま った と言 う。

Bozemanは 第 一 世 代 の 人 々 は 「自分 た ちの 」教 会 改 革 の た め に移 住 した 一一

Millerのerrand解 釈 に お け る"actualbusiness"で あ る共 同体 建 設 の た め に移

住 した の で あ り,GreatMigrationが 人類 に対 す る神 のerrandを 持 っ て

い た と解 釈 す るの は ニ ュー イ ング ラ ン ドの 起 源 を誤 解 させ る と主 張 す る。 そ

して安 易 に ニ ュー イ ング ラ ン ドを十 字 軍 的 解 釈 や 至 福 千 年 説 へ と結 び つ け る

こ と な く第 一 世 代 を理 解 す べ きだ と言 う。

1980年 代 の ピ ュ ー リ タ.ニズ ム研 究 の特 徴 は そ れ まで の ピュ ー リタニ ズ ム 研

究 の パ ラ ダ イ ム 例 え ばMillerやBercovitchの と らえ たAmericanMyth

-一に疑 問 を投 げ か けて い る点 で あ る。そ してwish-fulfillmentで あ った か も

知 れ な い概 念 を解 説 す るの で は な く,直 接 ピュ ー リタ ンの 内面 に 光 を 当 て,

ピュ ー リタ ン の信 仰 と神 との適 切 な 関 係 を模 索 す るの で あ る。Delbancoは 論

文"LookingHomeward,GoingHome,"の 中 で,ア メ リカ に 移 住 した が 失望

して英 国 に帰 国 したdefectorsで あ るHenryVaneやSamuelEatonを 描

く。13)今 ま で 注 目 さ れ る こ との な か っ た ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの 落 伍 者 を 扱 う

こ と に よ り,Delbancoは ピュ ー リタ ン社 会 の裏 面 を提 示 す る。使 命 感 に燃 え

pp.358-386.こ の論文 を含 むDelbancoの 著書 は、ThePorritanOrdeal(Cambridge:

HarvardUniv.Press,1989).

Before Miller's  exposition, the idea of an exemplary Puritan mission 

was unknown.... The rapid adoption of the "errand" thesis by 

subsequent students of early America thus marks a notable watershed 

in recent scholarship. Yet, as Sacvan Bercovitch has observed, Miller's 

essay has "become influential in the wrong way . " Its eloquent argument 

has provoked passive acceptance rather than reexamination of the 

documentary basis .12)

12) Theodore Dwight Bozeman, "Puritans' `Errand into the Wilderness' Recon-
   sidered," The New England Quarterly 59 (June, 1986) , p. 231. 

13) Andrew Delbanco ,"Looking Homeward, Going Home: The Lure of England for 
the Founders of New England," The New England Quarterly 59 (September , 1986) ,
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る ピ ュ ー リタ ンは 本 当 の ピュ ー リタ ンの 姿 な の で あ ろ うか?ピ ュー リタ ンは

anxiety,insecurity,doubtを 感 じな か っ た の か?神 と 自己 との 関 係 を ピュ ー

リタ ン は どの よ うに 考 え て い た の か?こ の よ う な疑 問 は1980年 代 の ピ ュ ー リ

タ ニ ズ ム 研 究 か ら出 て きた新 しい課 題 で あ る と言 え よ う。

II

FrancisHigginsonは 新 世 界 を"fatblackeEarthe"と 呼 び,空 気 は"ex-

traordinariecleereanddryAire"14)と 描 写 し,そ の 豊 か さ を賛 美 した。 しかし

移住 者 に とっ て は,新 世 界 はBradfordの 言 う"hidiousdesolatewilderness,

fullofwildbeastsandwildmen"15)の 描 写 の 方 に よ り共 感 で きた の で は な

い だ ろ う か。Winthropは 妻 に移 住 に 際 して最 低12か 月分 の 食 料 を持 参 す る

よ う伝 え,Higginsonも 同 様 な 警 告 を して い る。16)ア メ リカ 大 陸 で 調 達 で き

る もの は事 実 上 木 材 だ け で あ っ た。 またAndersonは 大 洋 航 海 は移 住 者 の 想

像 力 を越 え る もの で あ っ たた め に,大 洋 の 波 の うね りの 描 写 に"mountaynes"

"valleyes""me
adows"17)な どの 陸 上 の 風 景 描 写 の 単 語 を使 用 して い る と指 摘

す る。 そ して氷 山 を初 め て見,暴 風 雨 の 夜 に船 の し ょう頭 に現 わ れ る放 電現

象 で あ るSt.Elmesfire(聖 エ ル モ の 火)に 驚 くの で あ る。18)人 々 は期 待 を

抱 いて 新 世 界 に移 住 す るが,物 理 的 な新 しい体 験 は彼 らをsecureに は しな い 。

また ピュ ー リタ ンは精 神 面 に お い て も強 靱 さ を要 求 され だ が,そ れ を達 成

で きた わ け で は な か った 。Delbancoの 描 く"diffident"で"defensive"な ピュ ー

リ タ ン は初 期 の 詩 人ThomasTillam(?-c.1676)の"UpontheFirstSight

ofNewEngland"(1638)に 表 現 され る。19)詩 の 前 半 は新 世 界 へ の 期 待 を秘

め,"Hayleholy-land"と ア メ リカ を祝 福 す る。

19)Tillamは 後 に英国に戻ったため、植民地ではdefectorと 呼 ばれた。

14) Francis Higginson, New-Englands Plantation in Perry Miller and Thomas H . 
   Johnson  ed., The Puritans, Vol. I (Harper Torchbook, 1963) , pp. 123-124. 

15) William Bradford , History of Plimoth Plantation in Ibid. , pp. 100-101. 
16) Virginia DeJohn Anderson, New England's Generation: The Great Migration and 

   the Formation of Society and Culture in the Seventeenth Century (Cambridge: 

   Cambridge Univ. Press, 1991) , pp. 54-62. 
17) Ibid., p. 80 . 
18) Ibid. , p. 81.
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しか し後 半 に な る と"come""posses"と い う注 意 を喚 起 す る単 語 が 使 わ れ,命

令 形 で激 励 調 に 変化 す る。

そ して罠 を仕 掛 け るサ タ ン に 注 意 せ よ,安 心 して は な らな い,と 警告 す る。

"baites"や"1urk"す るサ タ ン に対 し
,saintsに"beware"せ よ,"fight"せ よ

と言 う。

これ らは新 世 界 に希 望 を抱 い て も,決 してsecureに な れ な か っ た移 住 者 の 心

情 を示 す もの で あ る。

1620年 の プ リマ ス植 民 地 は宗 教 的 な迫 害 で 出 国 を余 儀 な くされ た分 離 主 義

者 に よ り創 設 され た が,1630年 の マ サ チ ュ ー セ ッ ツ湾 植 民 地 は 「自己 の 意 志

で 」 出 国 した会 衆 派 主 義 者 が 創 設 す る。ThomasHooker(1586-1647)は 信

仰 を忘 れ た英 国 のsaintsに 警 告 を発 し,英 国 で の最 後 の 説 教"TheDangerof

Hayle holy-land wherin our holy lord 

hath planted his most true and holy word 

Hayle Happye people who have dispossest 

Your selves of friends, and meanes, to find some rest 20)

Come my deare little flocke, who for my sake 

have lefte your Country, dearest friends, and goods 

And hazarded your lives o'th raginge floods 

Posses this Country; free from all anoye 

Heare I'le bee with  you,21)

But yet beware of Sathans wylye baites 

Hee lurkes amongs yow, Cunningly hee waites 

To Catch yow from mee; live not then secure 

But fight 'gainst sinne, and let your lives be pure 21)

20) Thomas Tillam , "Upon the First Sight of New England," in Heimert and 

   Delbanco ed., The Puritans in America, p. 126. 

21) Ibid. , p. 127.
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Desertion"(1631)を 行 な い,ア メ リ カ に 渡 る 。 こ れ は"FarewellSermon・ ・と

呼 ば れ て い る が,事 実 「さ ら ば イ ン グ ラ ン ド」 と言 っ て い る の はHookerで

は な く,「 神 」 な の で あ る 。 信 仰 を 忘 れ た 人 々 を神 が 「見 捨 て る 」"dischurch

ordischarge"の で あ る。"TheLordissaidtodischurchordischargeapeople,

HoseaI:9_and,asImaysosay,hesuesoutabillofdivorcement ,as

itwasintheoldlaw."22)そ し て 去 りゆ く神 と共 に英 国 の 栄 光 も去 る とHooker

は 警 告 す る 。

そ して 去 り ゆ く神 を 町 の は ず れ で 止 め よ,とHookerは 言 う。

Hookerの 説 教 に み ら れ る よ う に,deliberateactofwillと し て 創 始 さ れ

た マ サ チ ュ ー セ ッ ッ湾 植 民 地 は,そ の 改 革 の 意 図 をJohnWinthrop(1588-

1649)の"AModelofChristianCharity"(1630)の 中 で 明 確 に 表 明 して い る 。

目 的 は"toimproveourlivestodomoreservicetotheLord"25)と 明 言 し,

私 的 な 利 益 よ り も共 同 体 社 会 の 建 設 を 優 先 す る よ う 呼 び か け,"community,"

"company
,""public,""together"な どの 単 語 が 頻 繁1に使 用 され る。26>Bercovitch

がWinthropを 「ア メ リ カ の ネ ヘ ミ ア 」と呼 ぶ 理 由 は こ の 点 に あ り,Winthrop

Look to it, for God is going, and if he do go, then our glory goes  also . 
... The glory is departed from Israel. So glory is departed from England; 

for England hath seen her best days, and the reward of sin is coming on 

apace; for God is packing up of his Gospel ....23)

Oh, therefore my brethren, lay hold on God, and let him not go out of 

your coasts. (He is going!) Look about you, I say, and stop him at the 
town's end, and let not thy God depart! Oh, England , lay siege about 
him by humble and hearty closing with him, and although he be going , 
he is not yet gone ! 24)

22) Thomas Hooker,"The Danger of Desertion," in Ibid. , p. 65. 
23) Ibid., p. 69. 
24) Ibid. , p. 69. 
25) John Winthrop, A Model of Christian Charity in Ibid ., p. 89. 
26) Ibid. , p. 91.
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も説 教 の 中 で ネ ヘ ミア に 言 及 し て い る。27)Winthropは 神 のgraceの 下 でsaints

が 成 長 で き る社 会 の 城 壁 を 作 る ヒ と を 目的 と す る 。 こ の 枠 組 は 有 名 な"under

adueformofgovernmentbothcivilandecclesiastical"28)と し て 表 現 さ れ

る が,こ れ はWinthropがPerryMillerの 言 う"actualbusiness"を 重 視 す る

現 実 的 な 人 間 で あ っ た こ と を 示 して い る 。

Winthropsermonの 特 色 は,ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドは 神 と の 契 約 を 経 て"due

formofgovernment"を 形 成 す る と解 釈 し,covenantofgrace(恩 恵 の 契 約)

を 教 会 や 国 家 に 応 用 し た 点 に あ る 。

covenantofgraceは 原 罪 を 犯 した 人 間 を 救 済 す る た め に 神 が 一 方 的 に 与 え る

personalでin>ardな 契 約 で あ る が,Winthropは 社 会 は そ のoutwardな 結

合 で あ る と 考 え た 。30)

III

covenantofgraceは ア メ リ カ の ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム を特 徴 づ け る 概 念 で あ り,

PerryMillerがNewEnglandWayと 呼 び,JohnCotton(1584-1652)カs'"the

middleway"(SeparatismとPresbyterianismの 中 間 点 を 意 味 す る)と 呼 ぶ

Congregationalismの 中 心 的 概 念 で あ る 。 こ の 概 念 の 意 味 づ け は,Adamと

Eveは 神 か らcovenantofworks(業 の 契 約)を 守 る こ と を 条 件 に 永 遠 にEden

27)1bid.,p.85.

28)Ibid.,p.89.

29)Ibid:,P.90.

30)Millerは マサ チ ュー セ ッッ湾植 民地 を"sanctifiedcommonwealth"と 呼 び 、移住 者

と神 との 契約 に よ り成 立 した社 会 で あ る と述べ て い る。PerryMiller,"Declension

inaBibleCommonwealth,"!>説 π解 冶く励 ゴoη(Cambridge:HarvardUniv.Press,

1967),p.18.

Thus stands the cause between God and  us  . We are entered into covenant 

with him for this work . We have taken out a commission , the Lord hath 

given us leave to draw our own articles. We have professed to enterprise 

these actions; upon these and those ends , we have hereupon besought him 

of favor and blessing .29)
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に 住 む こ と を 約 束 さ れ る(こ れ は 人 間 の 自 立 の 状 態 を 示 す)。 しか し 二 人 は 原

罪 を 犯 し てEdenか ら 追 放 さ れ る 。 こ れ を 憐 れ ん だ 神 はAdamの 子 孫 を 救 済

す る た め,Abrahamと 新 し い 契 約covenantofgrace(恩 恵 の 契 約)を 結 ぶ 。

神 は 限 ら れ た 少 数 の 人 間 にcovenantofgraceを 与 え(LimitedAtonement),

選 ば れ た 人 間saintsは 神 に よ り支 え ら れ る よ う に な る 。covenantofgrace

は 神 か ら 一 方 的 に 提 供 さ れ る 契 約 で あ り,そ の 返 礼 と し て 神 が 要 求 す る の は

faithだ け で あ る 。 人 間 は 信 仰 に よ っ て の み 救 済 さ れ る た め,こ れ を 「信 仰 に

よ る 義 認 」"justificationbyfaithalone"と 呼 ぶ 。ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム が カ ル ヴ ィ

ン 主 義 と相 違 す る 点 は 神 と こ のcovenantofgraceを 結 ぶ と い う 点 に あ り,

神 と 人 間 の 間 に 契 約 概 念 を 導 入 し た こ と で あ る 。31)

ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム に はTULIP(Totaldepravity,Unconditionalelection,

LimitedAtonement,Irresistiblegrace,andPerseveranceofthesaints)

と 要 約 さ れ る5つ の 大 き な 宗 教 概 念 が あ る 。32)こ の 中 で もcovenantofgrace

を 中 心 と し て,神 か ら条 件 を 一 切 付 加 せ ず に 選 ば れ るUnconditionalelection

と,選 ば れ た 聖 徒 の 側 が 決 して 反 抗(あ る い は 要 求)で き な い 神 の 恩 恵 を示

すIrresistiblegraceは 特 に ピ ュ ー リ タ ン の 契 約 神 学 を特 徴 づ け て い る 。Un-

conditionalelectionは,graceは 神 か ら の 無 償 の 賜 物freegiftで あ り,人 間

が 道 徳 的 行 為 を す る こ と に よ り そ れ を 稼 ぐ"earn"こ と は で き ず,ま た 神 は 人

問 の 努 力 に 対 して 当 然 の 報 酬"wage"と し て 報 い る もの で は な い こ と を 示 し て

い る 。33)そ し てelectionは 神 の 自 由 な 選 択 の も と に 行 な わ れ,人 間 は 自 ら 望

む こ と も,拒 絶 す るresistこ と もで き な い(Irresistiblegrace)。covenant

ofgraceは 人 間 が 自分 の 努 力 や 意 志 で 天 国 へ 行 く保 障 を 得 よ う と す る 無 益 さ

を 示 し,神 の 意 志 に よ るsaintsへ の 救 済 行 為 を 強 調 す る も の で あ る。

人 間 の 意 志 と全 能 の 神 と の 間 の 力 関 係 を 示 す 作 品 は,JohnCottonの"Wading

31)covenantofgraceに 関 して 優 れ た研 究 を して い る歴 史家 はMichaelMcGiffertで

あ る。McGiffertに よれ ば 、神 か らgraceを 与 え られ たChildrenofGod(saints)

と一 般 の 人 々PeopleofGodを 選 別 す る区 分 け は1580年 頃 か ら英 国 に登 場 し、説教

の パ ター ンにHosea書 を引 用す る こ とが 多い と言 う。Cf.MichaelMcGiffert,"God's

ControversywithJacobeanEngland,"AmericanHistoricalReview,Vol・88,

No.5(December,1983),pp.1151-1174.特 にp.1163.

32)TULIPの 概 念 はSynodofDort(1618)で カル ヴ ィ ン主 義 を確 認 した もの といわ れ

る。 これ は さら にWestminsterAssembly(1643)で 再 確 認 され る。

33)RobertMiddlekauff,TheMathers:ThreeGenerationsOfPuritanlntellectuals,

1696-〃28(N.Y.:Oxford,1971),pp.167-168.
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inGrace"(p.1654)で あ る。covenantofgraceの 中 で 成 長 す る キ リス ト教

徒 を浅 瀬 を行 く人 に な ぞ ら え たJohnCottonは,川 の 水 量 で 神 のgraceの 大

き さ を暗 示 す る。 くる ぶ しま で水 に浸 る 人 間 は 意 志 通 りに 進 め る が,膝 ま で

水 に つ か る と人 間 の意 志 よ り も神 の 存 在 が大 き くな り,思 う よ うに進 め な い

と言 う。

そ して水 の 中 を進 む に つ れ,傷 は癒 え,祈 りは強 ま る。

そ して 身体 す べ て が 神 のgraceに 浸 され る と,人 間 は魚 の よ う に 自 由 に泳 ぐ

とCottonは 言 う。

神 の 絶 対 主 権 を認 め,人 間 の 堕 落 を強 調 す る点 で は ピュ ー リタニ ズ ム は カ ル

ヴ ィン主 義 的 で あ るが,人 間 が持 つ正 義 の 概 念 を変 えず,神 が 人 間 とcovenant

を結 ぶ とい う点 に お い て,カ ル ヴ ィ ン主 義 と異 な る。 す な わ ち万 能 で 自在 の

神 が 永 続 的 な 契 約 を提 供 す る 点 に お い て,本 来 な らば 限 定 で きな い 神 を 人 間

の観 点 か ら限 定 し,条 件(conditionality)を 加 え るか らで あ る。このcovenant

First a Christian wades in the rivers of God his grace up to the ankles, 

with some good frame of spirit; yet but  weakly, for a man hath strength 

in his ankle bones ...and yet may have but feeble knees. ... 34)

So farre as you walk in the waters, so far are you healed; why then in 

the next place, he must wade till he come to the knees, goe a thousand 

Cubits, a mile further , and get more strength to pray.... 34)

But yet goe another thousand Cubits, and then you shall swimme; there 

is such a measure of grace in which a man may swimme as fish in the 

water, with all readinesse and dexterity, gliding an-end, as if he had 

water enough to swimme in; such a Christian doth not creep or walk , 

but he runs the wayes of Gods Commandements .... 34)

34) John Cotton , "Wading in Grace," in Perry Miller and Thomas Johnson ed . , 

   The Puritans, Vol. I. (N.Y.: Harper Torchbook , 1963) , p. 318.
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は平 等 な者 の 間 の 契 約 で は な く,promise,bargainな どの 神 との 平 等 を暗 示

す る言 葉 は な い。35)し か し神 が 人 間 の 所 まで 下 りて きて契 約 を結 ぶ(prom-

iseで は な くcommitす る)点 で,神 を合 理 化 して い る。神 は 自 ら を"yoke"と 一

"chain"に か け
,自 ら絆"bond"を 結 ぶ の で あ る。36)

JohnCottonと 共 に 第 一 世 代 の 大 きな存 在 で あ っ たThomasHookerは

Connecticut植 民 地 を創設 し,WilliamHubbardを して"twoeminentstars...

couldnotwellcontinueinthesameorb"37)と 言 わ しめ た が,内 省 を主題 と

して心 の 中 のsinと 対 峙 した。Hookerはconversionの プ ロセ ス を"The

ApplicationofRedemption"(c.1640)で,具 体 的 に解 説 す る。Hookerは

conversionを 受 け入 れ る心 に は,家 の 中 に空 気 を入 れ る時 の よう に"contrition"

や"humiliation"が な くて は な らな い と言 う。

この 準 備段 階 は土 壌 で 言 え ば,"fitground"で あ り,雑 草 を除 い た 後 の 鍬 を入

れ る段 階 にす ぎな い,とHookerは 言 う。

There must be contrition and humiliation before the Lord comes to take 

possession; the house must be aired and fitted before it comes to be 

 inhabited  , swept by brokenness and emptiness of spirit , before the Lord 

will come to set up his abode in it .38)

As we say of ground before we cast in seed; there is two things to be 

attended there, it must be a fit ground, and a fat ground; the ground is 

fit when the weeds and green sward are plowed up , and the soil there , 

and made mold. And this is done in contrition and humiliation; then it 

must be a fat ground, the soil must have heart .38) 

35) Robert Middlekauff , The Mothers, p.318. 
36) "He has placed Himself under a yoke." in Perry Miller, NEM:SC, p. 379. 

   "He has become a God chained --by His own consent ...." in Miller, Errand, 

   p. 63. "I am willing to enter into Couenant with thee ... I will ingage my selfe, 
   I will enter into bond ..." by John Preston, New Covenant,or the Saints Portion 

   (London, 1629) , p. 316 in Miller, Errand, p. 63, and Miller, NEM:SC, p. 380. 
37) Quoted in Heimert and Delbanco ed. , The Puritans in America , p. 176. 
38) Thomas Hooker, The Application of Redemption, in Heimert and Delbanco ed., 

   The Puritans in America, p. 177.
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Hookerは 土 壌 を"fat"に す るた め に はheartやfaithが 必 要 だ と言 う。

"fitground"と"fatground"の 両 方 が 準 備 さ れ て初 め て
,種 子 を 受 け 果 実 を結

ぷ こ とが で きる とHookerは 言 う。

しか しこの よ うに 達 成 され たcovenantofgraceに ピ ュ ー リタ ン は安 住 で

きな か った 。 神 は 結 局 不 可 知 な 存 在 で あ り,絶 対 的 な確 信 を持 っ て 突 き詰 め

る こ とはで きな い と ピュー リタ ンは感 じ,カル ヴ ィ ン主義 へ と回帰 す る。Thomas

Shepardは 最 も"sou1-ravishing"39)な 説 教 で 有 名 で あ る が,同 時 に最 も

"anxiety -ridden"40)な 人 間で あ り,assuranceとanxietyの 両 面 を生 きた 人物

で あ る と言 わ れ て い る。Shepardは 説 教 でgraceを 解 説 しな が ら も,神 は 「無

限 に未 知 な る存 在 」"infiniteunknownsweetness"41)で あ る と意 識 して い た 。

常 に存 在 す る 自己満 足 や 自己欺 隔 に用 心 して いたShepardは,心 の 中のanxiety

の 基 盤 の 上 にgraceのassuranceを 置 い て い た 。

We say ground is plowed  well  , and lies well, but it's worn out , it's out 

of heart . Now faith fats the soil , furnisheth the soul with ability to fatten 

upon Christ , and so to receive the seed of the word , and the graces of 

sanctification, and thence it produceth good fruit in obedience .38)

I am not able to express the infinite unknown sweetness , and mercy , and 

presence of God, that you shall find thus coming. I know it is a common 

truth , but I am not ashamed to tell you , I have not for many a year 

understood this truth, and I see but little of it yet; ye have heard of it, 

but ye do not understand what it is to hear God speaking.41)

39) Samuel Eliot Morison ,"Master Thomas Shepard ,"in Builders of the Bay Colony 

    (Boston: Houghton, 1930) , p. 106, quoted both in Heimert and Delbanco ed. , 
   The Puritans in America, p . 33, and in Patricia Caldwell , The Puritan Conversion 

   Narrative: The Beginnings of American Expression(N .Y .: Cambridge Univ. Press, 

1983) , p. 148. 
40) Ibid. , p. 148. 
41) Thomas Shepard, Of Ineffectual Hearing, The Works of Thomas Shepard ed. by 

   John A. Albro (Boston , 1853; rpt . ed. , N .Y .: AMS Press, 1967) 3: 381, quoted 
   in Caldwell, The Puritan Conversion Narrative, p. 146.
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す な わ ち ア メ リカ の ピ ュ ー リタ ンが 求 め た救 済 は,そ れ が 一 度self-assure

した 時 に意 味 した もの は,彼 らが求 め た救 済 とは 全 く反 対 のinsecurityだ っ

た の で あ る。回心 体 験 とい うtransformationの 後 に来 るの は そ れ を常 に確 信

しよ う とす る精 神 の"terrificstruggle"42)で あ った 。 こ の不 安 感 と救 済 の確

信 の 間 で揺 れ た ピュ ー リタ ンを指 して,MorganはCaldwellの 本 の 書 評 の 中

で,"TheonIywaytobesureistobeunsure."43)と 述 べ てい る。またBercovitch

は"ThegreatmeanstoconquerthisUncertaintyisSelf-Examination."44)

とgraceの 持 つ 特 徴 を要 約 して い る。

イ ン グ ラ ン ドに お け る宗 教 の 問題 はHookerの"TheDangerofDesertion"

に記 され る 人 々の 心 の 中 の 「神 の 不 在 」 で あ った 。 ア メ リカの 初 期 の ピュ ー

リ タ ンの 特 色 は 「自 己 との 対峙 」 で あ り,内 な る罪 との戦 い で あ った と言 え

よ う。 しか し ピ ュー リタ ンは 内 省 へ 向 うが ゆ え に 自分 自身 の 視 点 の 虜 に な る

危 険 性 を も持 つ。Shepardが1645年 に"thechurchesarehereinpeace;the

commonwealthinpeace;theministryinmostsweetpeace"45)と 述 べ た こ

と を評 して,CaldwellはShepardを 始 め とす る 「橋 の 上 」の ピュ ー リタ ン指

導 者 は 自己 の視 点 の"prisoner"と な り,橋 の下 に 存 在 す る一 般 大衆 の 問 題 とは

無 関係 に な って い る と指摘 す る。46)一 っ の 宗教 に純 粋 に な れ ば な るほ ど,ピ ュー

リタ ン は社 会 の 流 れ か らか け離 れ て し ま う。PerryMillerは 牧 師 た ち は進 歩

の 「結 果 」を嘆 い た が,進 歩 自体 は否 定 しなか っ た と述 べ て い る。47)Caldwell

の 言 う 「橋 の 上 」 の指 導 者 は社 会 が 進 歩 して い る こ と を知 つ て い て も,ど こ

に 向 っ て い るの か 理 解 で きず,ピ ュー リタ ンの 伝 統 に 忠 実 で あ りた い と願 う

の で あ る。この よ うな 指 導 者 の 願 望 と大 衆 の 関心 との 間 の距 離 の 拡 大 はNew

Englandが そ の 目的 にfalterし た とい う こ とで は な く,歴 史 は 人 々の 予 測 通

42) William  Haller, The Rise of Puritanism (Philadelphia: Univ . of Pennsylvania, 
1938) , p. 108. 

43) Edmund Morgan,"Heaven Can't Wait," a review of The Puritan Conversion 

   Narrative in The New York Review of Books, May 31, 1984, p. 33. 
44) Richard Baxter, The Saints Everlasting Rest (London ,1650) , Part III, p. 137, 

   quoted in Bercovitch, The Puritan Origins, p. 28. 
45) Michael McGiffert ed., God's Plot: The Paradoxes of Puritan Piety„ Being the 

   Autobiography and Journal of Thomas Shepard(Amherst: Univ. of Massachusetts 
   Press, 1972) , p. 9. 

46) Caldwell, The Puritan Conversion Narrative, p. 116 . 
47) Perry Miller, Nature's Nation , p. 33.
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りに は進 行 せ ず,か つ て はmainstreetに い た者 も純 粋 で あ りた い と願 うが

ゆ え に取 り残 され,sidetrackに 押 し退 け られ て しま う た め で あ る。 ピュ ー

リタニ ズム で はself-examinationや 自己 との 対峙 が 大 きな 割 合 を 占め るた め

に,本 来 な らば 信 仰 の福 音 を広 め るべ きassimilatingな 宗 教 が そ の 厳 格 さの

ゆ え にhopeを 失 う潜 在 性 を持 つ の で あ る。

このinwardnessに 加 えて,ア メ リカの ピュー リタニ ズム はprecariousbalance

に よ り支 え られ た 宗 教 で あ る。一 方 で はmoralityに 励 む こ とに よ りgraceを

達 成 しよ う とす る異 端 のArminianism(ア ル ミニ ウ ス主 義)が 存 在 し,他 方

で 神 へ のpietyに 依 存 して 救 済 を願 う他 力本 願 の 異 端 で あ るAntinomianism

(反 律 法 主 義)が 存 在 し,こ の 両 極 端 に 陥 らぬ よ う に ピ ュ ー リタニ ズ ム は構

築 され て い る。 す なわ ち ピ ュ ー リタ ニ ズ ム は 「極 端 は 異 端 とな る」 宗 教 で あ

り,人 間 の側 の 道 徳 面 の 努 力 を認 め つ つ,救 済 は 神 の 自由裁 量(unconditional

election)と い う福 音 部 分 を残 す 宗 教 で あ る。こ う した 不 安 定 な 二 面 性 の維 持

は ピ ュ ー リタ ンに 多 大 な精 神 的 重 荷 を 強 い た の で は な いだ ろ うか 。 人 間 の側

のmoralityと 神 か らのunconditionalelectionの 両 方 がgraceを 確 信 す るた

め に 必 須 条 件 で あ る に もか か わ ら ず,一 方 を犠 牲 に して 片 方 の み を追 求 す れ

ば,異 端 とな って しま う。 さ ら に回 心 体 験 を通 じて神 のgraceを 感 ず る と し

て も,そ の 救 済 を絶 対 的 に確 信 す る こ とは 出 来 ず,ま してや 永 久 に救 済 が保

証 され る こ と もな い 。 こ の精 神 的 なinsecurityを 克 服 す る た め に,ピ ュ ー リ

タンは常 に自己の信 仰 に立 ち帰 るの であ る。この 矛盾 を指 してE.BrooksHolifield

は 「Baptismはgraceを もた ら さな い が,そ の 手 段 と考 え られ,sacrament

は救 済 につ な が らな いが,救 済 を促 進 す る」と述 べ,牧 師 自身 もambidextrous

で あ った と指摘 す る。48)ま た この よ うなparadoxicalな 点 に留 意 して,Edmund

Morganは ピ ュー リタニ ズム の 特 徴 は"uncertainty"の 中1こ"certainty"を 見 い

だ そ う とす る 点 に あ る と言 う。

Puritanism required a believer to find certainty in  uncertainty, required 

48) "Baptism did not convey saving grace, yet it was a means of grace. The 

   sacrament could not save an infant, but it could facilitate the process of salvation." 
   in E. Brooks Holifield, The Covenant Sealed (New Haven: Yale Univ. Press, 

1974) , p. 48, quoted in David D. Hall,"On Common Ground: The Coherence of 

American Puritan Studies ," William and Mary Quarterly, 3rd Series, Vol. XLIV, 
No. 2 (April, 1987) , p. 204.
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ピ ュ ー リタ ン は報 わ れ ぬ 善 行 に 励 み,救 済 を願 う の だ が,救 済 は す で に予 定

され て い るの で あ る。 ま た"pure"で あ りた い と努 力 を して も,purityの 確 信

を得 る こ とは な い 。

こ の よ う なparodoxやambidexterityは,救 済 を願 う人 間 と,人 間 に と っ

て究 極 的 に は不 可 解 な 存 在 で あ る神 との 間 に位 置 す る ギ ャ ップ な の か も知 れ

な い 。 ピュ ー リタニ ズ ム を解 釈 す る際 に,Bercovitchの よ うに 神 に選 ば れ た

共 同 体 と して の ア メ リカ の 使 命 を前 面 に出 す とす れ ば,saintsと して 自信 に

満 ち た ピュ ー リタ ン像 やredepmtiveAmericaを 描 くこ とが で き よ う。 しか

し私 が このRedeemerNationと して 使 命 感 に燃 え る ピュ ー リタ ン像 よ り も

Delbancoが 描 く思 い悩 む ピュ ー リタ ンや,新 世 界 に疑 問 や 不 安 を抱 く ピュ ー

リタ ン解釈 の 方 に卿 床を持 つ理 由 は,Delbancoの 解釈 の方 がprecariousbalance

の 上 に立 つ ピ ュ ー リ タニ ズ ム に よ り近 いの で は な いだ ろ うか と感 ず るか らで

あ る。 第 一 世 代 の ピュ ー リタ ンが 感 じた"aprofoundinsecurityabouttheir

place"は 単 に物 理 的placeだ けで な く,神 と人 間 の 精 神 的 なplaceに お いて

もinsecurityは 存在 した で あ ろ う。 ピュ ー リ タ ン達 は理 想 的 な共 同 体 建 設 の

夢 を持 って新大 陸 に渡 って きた のか も知 れ ない。しか しその約 束の地thePromised

Landで ピュ ー リタ ン が体 験 した もの は,Caldwellの 言 う"astrange,foggy

limboofbrokenpromises"(奇 妙 な霧 に包 まれ た破 れ た 約 束 の 辺 土)で あ っ た

か も知 れ な い。50)ピ ュ ー リタ ンは そ の厳 格 な戒 律 の ゆ え にkilljoyPuritanと

よ く呼 ば れ る が,そ の よ うな 生 活 を存 在 せ しめ た彼 らの 心 の 中 の葛 藤 や 不 安

感 に も光 を 当 て る必 要 が あ るの で は な い だ ろ うか 。

(本稿 は1992年10月17日 第31回 日本 ア メ リカ文学 会 全 国大 会 に おい て,「ピュー

リタ ニ ズ ム に お け るgraceとinsecurity」 とい う論 題 で 発 表 した 草 稿 を基 礎

と し,全 面 的 に 加 筆 した もの で あ る。)

him to rely for salvation on unmerited, predestined saving grace while 

spending a lifetime doing unrewarded good works, required him to search 

his soul for the Holy Spirit but denied him access to direct  revelation, 

required him to be pure but told him he could not be . 49)

49) Edmund Morgan,"Heaven Can't Wait," p. 34. 

50) Caldwell, The Puritan Conversion Narrative, p. 134.


